
（様式２）
地域密着型サービス事業所（小規模特別養護老人ホーム）設立趣意・計画書
１）事業主体（法人）の概要

	法人名称
	
	法人種別
	

	
	
	代表者名
	

	設立(予定)年月日
	　　　　年　　月　　日

	所在地
	〒


	事業運営実績
	年　月～年　月
	サービス種類
	事業所・施設名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	添付書類：法人登記簿謄本、定款（寄付行為）、給与規程、就業規則、役員名簿(様式３)、最新の財務諸表（貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書、財産目録）、既存事業概要･パンフレット、直近１か年の既存事業に係る関係行政庁の監査及び指導状況の文書


２）事業所の概要
	事業所名（仮称）
	

	
	

	開設予定（可能）年月日
	　　　　年　　　月　　　日

	居住施設の別
	　　単独型　・　サテライト型　・　居宅サービス併設型

	設置場所（住所）
	〒


	交通の便（最寄りの交通機関等）
	

	短期入所生活介護の実施
	無　・　空床型　・　併設型
	併設型の定　員
	　　　　　　　　人

	短期入所以外の併設施設等
	


３）建物の概要
	建物構造
	　　　　　　　　造り　　　階建て

	
	耐火　・　準耐火　・　その他

	建物の状況（改修の場合）
	竣工日：　　　年　　　月建築（建築後　　　年）

	
	建築基準法に基づく建築確認の用途

	広さ
	敷地面積（　　　　　　　）㎡　　  延床面積（　　　　　　　）㎡
共同生活室（　　　　　　　）㎡

	居室数
	個室
	　　　　　室
	準個室
	　　　　　室

	
	合計
	　　　　　室　


	添付書類：建物計画図、家具等配置図、周辺地図、工事行程表、現況写真


４）定員を減少させる特別養護老人ホーム
	名　称
	

	定　員
	ユニット型個室
	準ユニット型個室
	従来型個室
	多床室


	平成  年  月現在
（　　　　　）人
	人
	人
	人
	人

	減少する定員数
　　　　　（　　　　　）人
	人
	人
	人
	人

	小規模特養整備後の定員
（※）　　（　　　　　）人
	人
	人
	人
	人


　（※）定員減少後に個室ユニットへの改修予定がある場合は、改修予定を含めた定員数を記載してください。
５）サービス提供体制
	ユニット数
	ユニット
	総定員数
	　　　　　　　　　　人

	食事の提供に要する費用の見込み
	１日（　　　　　　　）円
朝食（　　　　）円    昼食（　　　　）円　夕食（　　　　）円 

	居住に要する費用の見込み
	１日（　　　　　　　）円

	その他の費用の見込み
	名　　目
	金額見込み（例：○○円/回,枚）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	協力医療機関・歯科医療機関名
	

	連携施設・事業所等
	


６）配置予定職員の概要（サテライト型の場合、サテライトで従事する職員を記載してください。）
	従業者数
	介護職員及び看護職員総数（　　　　　　人）　　常勤換算数（　　　　　　人）

	
	うち有資格者

	
	
	・医師
	人

	
	
	・介護福祉士
	人

	
	
	・看護師（准看護師）
	人

	
	
	・栄養士
	人

	
	
	・理学療法士、作業療法士、言語聴覚士
	人

	
	
	・介護支援専門員
	人

	
	
	・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	うちユニットケア研修（旧個室･ユニットケア施設研修）の受講済者

	
	
	・施設管理者研修
	人

	
	
	・ユニットリーダー研修（旧ユニットケアリーダー研修）
	人

	
	
	・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	うち認知症介護実践者等研修等(旧認知症介護実務者研修)の受講済者

	
	
	・認知症介護実践研修・実践者研修（旧実務者研修（基礎課程）を含む）
	人

	
	
	・認知症介護実践研修・実践リーダー研修（旧実務者研修（専門課程）を含む）
	人

	
	
	・認知症介護指導者養成研修（旧指導者研修を含む）
	人

	
	
	・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	うち認知症の人のためのケアマネジメント･センター方式関連研修の受講済者

	
	
	・センター方式活用研修
	人

	
	
	・地域推進研修
	人

	
	
	・加賀市実践研修会参加者（H16モデル事業含む）
	人

	
	
	・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	その他地域密着型サービス提供に関する研修等の受講済者

	
	
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人

	
	
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	人


	添付書類：経歴書(代表者、管理者、介護支援専門員)(様式４)


７）資金計画等
	総事業費
	千円

	財源内訳
	自己資金
	千円

	
	補助金
	千円

	
	借入金
	千円

	
	その他（寄付金等）
	千円


	添付書類：資金計画書(様式５)、収支等見込書(様式６)、借入金償還計画書(様式７)、預金残高証明書、地元説明経緯(予定)書(様式８)


８）介護サービス基盤の整備及び運営指針に関する考え方

	１．事業所の運営理念

	①事業所の運営理念

	

	２．権利擁護制度の理解と活用

	①高齢者の権利擁護と尊厳の保持についての考え方

	

	②高齢者の権利と尊厳を守るための、具体的な方策

	


	３．サービス評価の理解と活用


	①サービス評価を実施することの必要性

	

	②サービス評価の具体的な活用方法

	

	４．運営推進会議の活用

	①運営推進会議を開催する意義、目的

	

	②運営推進会議の具体的な活用方法（開設前・開設後）

	

	

	５．適正な契約と同意

	①適正な契約と同意を確保する方策

	

	６．意見の尊重

	①利用者の意見を運営に反映させる方策

	

	②家族等の意見を運営に反映させる方策

	

	③職員一人ひとりの意見を運営に反映させる方策

	

	７．勤務体制

	①職員（介護従事者）の確保（雇用）方策

	

	②職員の異動等による影響への配慮方策

	

	８．人材育成

	①職員の質の向上についての考え

	

	②具体的な研修計画（開設前、初任者、現任者）の内容

	


	９．地域との支え合い

	地域との具体的な交流方法

	

	事業所が行う地域貢献の内容

	

	１０．関係づくりと支援

	①利用者と職員がなじみの関係をつくるための方策

	

	②利用者と家族の関係が保たれるための方策

	

	③利用者が大切にしている知人・友人との関係が保たれるための方策

	

	１１．ケアマネジメント

	①介護計画の作成･見直し（使用するケアマネジメント・アセスメント方式）

	

	②医療との連携方法

	

	③重度化・ターミナルへの取り組み

	

	１２．認知症ケア

	キャラバンメイト・認知症サポーター養成等の取り組み

	

	１３．その人らしい暮らしへの支援

	①一人ひとりのペースを尊重したケアのためにできる具体的な支援例

	

	②利用者が食事を楽しむためにできる具体的な支援例

	

	③利用者がトイレで用を足すためにできる具体的な支援例

	

	④利用者が入浴を楽しむためにできる具体的な支援例

	


	⑤利用者が日常的に外出するためにできる具体的な支援例

	

	⑥身体拘束をしないための具体的取組み

	

	⑥事故対応及びリスクマネジメント

	


⑦

	利用者の健康管理

	

	１４．加賀市との連携

	①加賀市の実施する保健福祉施策に協力できる事項

	

	１５．災害時の対応

	①地域災害発生時に協力できる事項

	

	１６．その他

	①事業所独自に行う取り組みやアピールしたい事項

	


９）「個室ユニットケア型施設 計画ガイドライン」に関する考え方

（欄が足りない場合は適宜修正してください。また別添としても可）
（単に必須項目および参考事例にあわせるのではなく考え方を踏まえて計画してください）

（自己評価は次の基準により記載してください）
◎：必須項目および参考事例に適合している。
○：必須項目には適合しているが、参考事例について完全に適合できていない。
△：必須項目の一部のみ適合できている。
×：できていない
－：代替可能または適用困難
（自己評価が◎でない場合は、適合できていない点を明確にし、その不足を補う方策を記載してください）
※ 必須項目のない項目については、ガイドラインそのものを必須項目とみなして記載してください。

※ 参考事例のない項目については、必須項目に適合していれば◎として記載してください。
	№
	分類
	ガイドライン
	自己評価
	自己評価の根拠

	1
	居室
	基本的な生活行為ができる適切な広さを備えている
	
	

	2
	
	居室の奥行きと幅が適切なプロポーションとなっている
	
	

	3
	
	自宅からの生活の継続性が保障されている
	
	

	4
	
	自分の家具や物品を持ち込むことができる
	
	

	5
	
	洗面台がある
	
	

	6
	
	居室内の環境調整（温度、湿度、照明、採光、風など）ができる
	
	

	7
	
	適切な位置に身体を支えるための手すりがある
	
	

	8
	
	適切な機能を備えたベッドを用意できている
	
	

	9
	
	鍵をかけることができる（他者の居室への出入りを利用者がコントロールできる）
	
	

	10
	トイレ
	排泄の自立を促しやすい便器と手すりが選定されている
	
	

	11
	
	プライバシーに配慮した上で排泄の自立を促しやすい広さと形状を備えている
	
	

	12
	
	掃除がしやすい床材や設備が選定されている
	
	

	13
	
	ユニット内に共用トイレがある（居室内にトイレを設ける場合）
	
	

	14
	
	適切な数のトイレがユニット内に分散して配置されている（居室にトイレを設けない場合）
	
	

	15
	共同生活室
	適切な広さを備えている
	
	

	16
	
	身体機能の低下に配慮されたいすやテーブルが選定されている
	
	

	17
	
	食事スペースに加えてリビングスペースが整備されている
	
	

	18
	
	居室は共同生活室に近接して一体的に設けられている
	
	

	19
	
	居心地のよい空間（採光・眺望など）となっている
	
	

	20
	
	キッチンがある
	
	

	21
	
	手を洗うことができる設備が食事スペースの近くにある
	
	

	22
	
	利用者の個人データを保管するスペースがある
	
	

	23
	
	居場所となりうるスペースが食事スペースやリビングスペースのほかにある
	
	

	24
	
	戸外空間がある
	
	

	25
	ユニットの入口
	ユニットの入口が玄関らしいしつらえとなっている
	
	

	26
	浴室
	身体機能の低下に配慮した浴槽が用意されている
	
	

	27
	
	浴室が施設内に分散されて配置されている
	
	

	28
	
	マンツーマン入浴を想定した浴室および脱衣室の広さとなっている
	
	

	29
	
	快適に入浴ができるしつらえとなっている
	
	

	30
	汚物処理室
	汚物処理室が分散して配置されている
	
	

	31
	洗濯室

（洗濯場）
	利用者の衣服をユニットごとに洗濯できるしつらえがある
	
	

	32
	セミパブリックスペースおよびパブリックスペース
	セミパブリックスペースおよびパブリックスペースが用意されている
	
	

	33
	ユニット定員数
	適切なユニット定員数となっている
	
	

	34
	ユニット数
	夜勤体制を考慮したユニット数となっている
	
	

	35
	ユニットとユニットの位置関係
	ユニットの独立性が適度に保たれている
	
	

	36
	ショートステイとユニット
	ショートステイの特性に応じたユニット構成となっている
	
	

	37
	仕上げ
	居住の場にふさわしい仕上げとなっている
	
	

	38
	床
	床が転倒防止や職員の腰痛負担の軽減に配慮されている
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